
サイトウ・キネン ･ フェスティバル松本
あがた JAZZ コンサート　①

本田雅人さん率いる B.B.Station によるビッグ・バンド・ジャズのコンサート。スペシャルゲストにジャズ
ギタリストの渡辺香津美さんを迎えて、華やかに軽やかに、熱い演奏が繰り広げられました。

▲ピアノに仕込まれた DPA“4099P”

■ あがた JAZZ コンサート
世界的な指揮者、小澤征爾氏が総監督を勤める音楽
祭「サイトウ ･ キネン ･ フェスティバル松本」。今年
で 20 回を迎え、本格的なオーケストラコンサート
･ オペラ ･ バレエなどが、8 月の一ヶ月間毎日のよう
に繰り広げられます。本年は新たな試みとして、国
の重要文化財に指定されているあがたの森文化会館
講堂で JAZZ コンサートが企画されました。「あがた
JAZZ コンサート」と銘打たれ、当日は満場の 350
人がすばらしい演奏に引き込まれました。

■ DPA のマイクロホンを PA で活用
サイトウ ･ キネン ･ フェスティバル松本の事務局か
ら弊社へ機材協力の依頼があり、コンソールやスピー
カーなどと一緒に DPA Microphones の 4099 を
はじめとするマイクロホンを多数提供いたしました。

「DPA のマイクロホンは、録音でしか使用したこと
がありませんでした。録音では信頼と定評もあった
ので、PA でも使用してみたかった。」と松本文化会
館の高橋さん。使用するにあたっては、音質もさる
ことながら見た目も気にしたといいます。狭い会場
で譜面台がある中、マイクスタンドが乱立するのは
好ましくない。小型の 4099 は楽器に直接取り付け
るため、マイクスタンドは一切なくなります。場所
をとらず見た目も良い。出演者の動きに制約をつけ
ないので、お客さんがつぶさにパフォーマンスを見
られるという点も、使用を決めたポイントでした。
使用後の感想をうかがいました。「4099 の音質は、
クリアでピュア。とても自然でした。小さいですが、
ぼやけがちな低域にも芯があってきっちり取れまし
た。単体の音が気持ちよく抜けてきて、ミックスし
た時にまとまりのある音にしやすく、オペレートが
楽にできました。超単一指向性なので、指向角が狭
くて不安でしたが、本番日のリハを終えた時点では
まったく気になりませんでした。プレイヤーさんに
は前もってマイクの説明をさせてもらいましたので、
嫌がらず取り付けてもらえました。グースネックも
思っていたより長くて、オフマイクにもオンマイク
にもできたので、出音のいいところを選べました。」
と好印象。今後の PA 現場でも、積極的に DPA のマ
イクを使ってみたいとおっしゃっていました。

▼松本市あがたの森文化会館講堂
〒 390-0812 長野県松本市県 3-1-1
TEL : 0263-32-1812
http://www.city.matsumoto.nagano.jp/

日本有数の音楽祭で行われたコンサートに
ヒビノグループが取り扱う音響機器を数多く提供。

機材運用事例

【主要な運用機材】
機材 マイクロホン
ブランド名 DPA Microphones
製品名 4099T、4099S、4099P、

4099D、3530A、4011A、
2011C

機材 デジタルミキシングコンソール
ブランド名 DiGiCo
製品名 メインコンソール

SD7
モニターコンソール

SD10

機材 スピーカーシステム
ブランド名 JBL PROFESSIONAL
製品名 メインスピーカー

VT4886、VT4883
モニタースピーカー

VRX915M、SRX712M、
MRX512M

機材 パワーアンプ
ブランド名 AMCRON
製品名 MA-9000i、MA-5000i

機材 シグナルプロセッサー
ブランド名 BSS Audio
製品名 BLU-160、FDS-366T

機材 ワイヤレスマイクロホンシステム
ブランド名 Shure
製品名 UHF-RMW Wireless

機材 マイクロホン
ブランド名 Shure
製品名 SM58SE、SM57LCE

【運用日】
2011 年 8 月 17 日

●お問い合わせ先
ヒビノ株式会社　ヒビノプロオーディオセールス Div.
ヒビノインターサウンド株式会社

TEL : 03-5783-3110 
TEL : 03-5783-3882

▲ドラムのスネアを狙う DPA“4099D”
タムにも 4099D がそれぞれ取り付けられ、
ドラムだけで合計5本の4099Dが使用されました。

▲トランペットとトロンボーン用の“4099T”
ホーンセクションの 12 人全員に取り付けられました。

▲サックス用の“4099S”
▲アンビエント収音用

DPA“3530A”

F O H  O p e r a t o r ：Ryoji Takahashi（松本文化会館）
Monitor Operator：Hiroki Endo  (JUKE)
Stage Technician：Hajime Kubota (JUKE)


